
「
か
な
が
わ
の
里
神
楽
」 

 神
奈
川
県
民
俗
芸
能
保
存
協
会 

会
員 

垣
澤 

勉 

里
神
楽
の
起
源
と
系
譜
に
つ
い
て 

神
楽
の
語
源
は
「
か
む
く
ら
」
か
ら
き
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
か
む
く
ら
」
は
「
神
座

」
で
、
神
の
依
り
ど
こ
ろ
を
示
し
ま
す
。
こ
の
神
座
に
神
を
招
き
、
そ
の
場
で
行
わ
れ
た
魂 た

ま

鎮
し
ず
め

）

・
魂
招

た
ま
ふ
り

の
儀
式
を
、
古
く
は
「
か
ぐ
ら
」
と
呼
ん
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

神
楽
の
始
ま
り
は
、
天
照
大
御
神
が
天
の
岩
屋
に
隠
れ
、
世
界
が
真
暗
闇
に
な
っ
た
と
き
、

天
之
鈿
女

あ
め
の
う
ず
め
の

命
み
こ
と

が
岩
戸
の
前
で
大
御
神
を
お
慰
め
す
る
た
め
、
神
懸
っ
て
舞
っ
た
舞
の
こ
と
で
、
神

を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
か
ら
「
神
楽
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
今
で
も
宮
中
で
行
わ
れ
て
い
る
神
楽
を

「
御
神
楽

み

か

ぐ

ら

」、
民
間
で
行
わ
れ
る
神
楽
を
広
く
「
里
神
楽
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
神
楽
は
形

態
や
発
生
に
よ
り
巫
女

み

こ

神
楽
・
出
雲
流
神
楽
・
伊
勢
流
神
楽
・
獅
子
神
楽
に
大
別
さ
れ
、
里
神
楽
は

採
物
神
楽
（
御
幣
や
榊
な
ど
を
持
っ
て
舞
う
神
楽
）
で
出
雲
流
神
楽
が
源
流
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。 

里
神
楽
は
神
代

じ
ん
だ
い

神
楽
と
も
呼
ば
れ
、「
古
事
記
」「
日
本
書
紀
」
の
神
話
を
テ
ー
マ
と
す
る
仮
面
黙

劇
で
す
。
京
都
の
壬
生

み

ぶ

狂
言
や
能
、
歌
舞
伎
、
文
楽
な
ど
の
影
響
を
受
け
、
芸
術
性
や
娯
楽
性
も
加

味
さ
れ
完
成
さ
れ
ま
し
た
。
江
戸
初
期
に
江
戸
で
発
祥
し
、
本
県
に
流
入
し
た
時
期
は
、
市
場
神
代

郷
神
楽 

萩
原
社
中
萩
原
諄
夫
氏
所
有
の
元
禄
四
年(

一
六
九
一)

の
古
文
書
の
記
録
が
最
も
古
く
、

武
蔵
鷲
宮
の
土
師

は

じ

流
十
二
座
神
楽
の
流
系
で
あ
り
ま
す
。
民
間
で
は
「
お
神
楽
」「
十
二
座
」「
二
十

五
座
」
な
ど
と
称
し
ま
し
た
が
、
本
県
で
は
明
治
の
全
盛
期
に
入
っ
て
か
ら
は
、
特
に
神
代
神
楽
と

称
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
な
り
ま
し
た
。 

里
神
楽
の
系
譜
と
し
て
は
、
左
記
の
三
つ
に
大
別
さ
れ
ま
す
。 

一
、
神
事
舞
太
夫
系
：
神
社
に
仕
え
る
巫 ふ

職
し
ょ
く

・
祈
祷
師
で
神
主
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
主
に
七
座
の

神
楽
舞
を
神
前
で
奉
奏
し
ま
し
た
。
妻
女
に
市
子

い

ち

こ

が
多
く
、
常
人
の
近
づ
き
が
た
い
聖
職
観
念

を
持
っ
て
い
ま
し
た
。 

二
、
神
職
系
：
神
社
の
宮
司
・
社 し

ゃ

掌
し
ょ
う

で
神
楽
師
を
兼
ね
た
人
々
で
す
。 

三
、
弟
子
系
・
氏
子
系
：
神
事
舞
太
夫
や
神
職
系
の
神
楽
師
の
弟
子
が
、
明
治
時
代
の
全
盛
期
の
波

に
乗
っ
て
専
門
職
に
な
っ
た
人
々
の
こ
と
で
、
現
在
で
は
殆
ど
お
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
氏
子
系

と
は
海
南
神
社
面
神
楽
師
会
の
よ
う
に
、
純
粋
の
素
人
で
神
楽
を
習
い
覚
え
た
人
々
で
す
。 

 

（
主
な
参
考
文
献
） 

 

「
か
な
が
わ
の
祭
と
芸
能
」
昭
和
五
十
二
年 

神
奈
川
県
県
民
部
文
化
室
発
行 

永
田
衛
吉
著 

「
神
楽
と
芝
居
」
相
模
原
及
び
周
辺
の
神
楽
師
と
芸
能 

平
成
元
年 

相
模
原
市
教
育
委
員
会
発
行 

「
相
模
人
国
記
」
厚
木
・
愛
甲
の
歴
史
を
彩
っ
た
百
人 

平
成
十
二
年 

飯
田 

孝
著 

横
浜
の
神
代
神
楽
：「
神
楽
師
た
ち
の
近
世
・
近
代
」
平
成
十
九
年 

横
浜
市
歴
史
博
物
館
発
行 

 

か
な
が
わ
の
里
神
楽 

七
団
体
の
紹
介 

江
戸
、
明
治
、
大
正
、
そ
し
て
昭
和
の
戦
中
戦
後
の
混
乱
を
経
て
、
平
成
の
現
代
ま
で
伝
統
を
継

承
し
て
お
り
ま
す
三
浦
市
の
海
南
神
社
面
神
楽
、
横
浜
市
の
市
場
神
代
郷
神
楽 

萩
原
社
中
、
子
安

神
代
神
楽 

横
越
社
中
、
港
北
神
代
神
楽 

佐
相
社
中
、
そ
し
て
、
県
央
地
域
の
相
模
原
市
の
番
田
神



代
神
楽
保
存
会 

亀
山
社
中
、
与
瀬
祭
礼
芸
能
保
存
会
、
厚
木
市
の
相
模
里
神
楽 

垣
澤
社
中
を
ご
紹

介
致
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

三
浦
市
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財 

海
南
神
社
面
神
楽
保
存
神
楽
師
会 

三
浦
市
三
崎
（
会
長
）
湊 

不
二
雄 

 
 

 

 

三
浦
の
総
鎮
守
海
南
神
社
の
面
神
楽
は
、
埼
玉
県
鷲
宮
神
社
に
伝
わ
る
土
師

は

じ

一
流

い
ち
り
ゅ
う

催
馬
楽

さ

い

ば

ら

神
楽

に
そ
の
起
源
を
発
し
、
江
戸
時
代
中
期
の
文
化
年
間
（
一
八
〇
四
～
一
八
一
八
）
に
時
の
宮
司
・
大
井

お

お

い

石
見

い

わ

み

守 か
み

秀 ひ
で

香 た
か

に
よ
っ
て
氏
子
に
神
楽
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
草
創
期
は
質
素
な
も
の
で
あ
り
ま
し
た

が
、
徐
々
に
そ
の
様
相
を
整
え
、
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
に
は
神
楽
殿
も
創
建
さ
れ
、
本
格
的

な
里
神
楽
が
十
一
月
初
旬
の
「
申
酉
」
の
日
に
、
奉
納
神
楽
と
し
て
奏
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

。
当
時
、
町
全
体
の
九
十
％
以
上
が
漁
師
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
人
々
の
信
仰
心
の
拠
り
所
と
し
て

の
神
社
と
相
俟
っ
て
地
域
の
風
土
に
と
け
込
み
、
素
朴
さ
の
中
に
も
人
間
味
溢
れ
る
神
楽
と
し
て
人

々
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
、
今
日
ま
で
氏
子
に
よ
り
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。 

昭
和
四
十
六
年
に
三
浦
市
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。 

現
在
の
会
員
数
は
二
十
名
、
年
齢
も
十
代
か
ら
八
十
代
と
幅
広
く
在
籍
、
市
の
諸
行
事
及
び
各
地

の
イ
ベ
ン
ト
に
数
多
く
出
演
し
、
郷
土
文
化
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

            
 

          

 横
浜
市
認
定
無
形
民
俗
文
化
財 

市
場
神
代
郷
神
楽 

萩
原
社
中 

横
浜
市
鶴
見
区
矢
向
（
元
締
）
萩
原 

諄
夫 

 

萩
原
家
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
神
楽
の
元
締
（
家
元
）
で
、
鶴
見
区
の
潮
田

う
し
お
だ

神
社
、
市
場
熊
野

神
社
、
矢
向
日
枝
神
社
の
宮
司
を
務
め
て
き
た
神
職
系
の
家
柄
で
あ
り
ま
す
。
現
在
の
元
締
で
あ
る

諄
夫
氏
は
二
十
代
目
に
あ
た
り
、
矢
向
日
枝
神
社
の
宮
司
で
も
あ
り
ま
す
。 

萩
原
家
に
は
、
元
禄
四
年(

一
六
九
一)

の
家
督
相
続
証
文
（
神
事
を
務
め
る
場
所
を
記
載
）
を
始

め
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
の
神
祇
領
状
な
ど
、
近
世
・
近
代
の
貴
重
な
資
料
が
多
く
残
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
も
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
の
「
御
神
楽
次
第
」
に
は
、
神
代
神
楽
の
曲
名
二
十

八
曲
が
記
さ
れ
て
お
り
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
所
演
状
態
が
良
く
分
り
ま
す
。
神
楽
面
や
衣

裳
も
豊
富
で
、
武
州
鷲
宮
土
師
流
を
名
乗
り
、
横
浜
市
や
川
崎
市
、
東
京
都
に
て
神
楽
の
奉
納
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

 



 
 
 
 

 
 

 
 

横
浜
市
認
定
無
形
民
俗
文
化
財 
子
安
神
代
神
楽 

横
越
社
中 

横
浜
市
神
奈
川
区
神
大
寺
（
元
締
）
布
川 

由
美
子 

 

江
戸
時
代
か
ら
続
く
神
楽
の
元
締
で
、
元
々
は
神
職
系
の
家
柄
で
あ
り
ま
す
。
幕
末
期
の
当
主
・

萩
原
光
政
（
最
近
に
な
っ
て
、「
玄
蕃

げ

ん

ば

」
は
誤
り
で
「
光
政
」
が
正
し
い
こ
と
が
判
明
。
市
場
神
代

郷
神
楽
の
萩
原
家
と
は
異
な
り
、
通
称
、
子
安
の
萩
原
家
と
呼
ぶ
）
を
父
と
す
る
三
兄
弟
が
子
安
・

萩
原
家
（
巌
雄
氏
）、
養
子
に
い
っ
た
照
本
家
、
横
越
家
に
分
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
元
締
は
横
越

家
に
引
き
継
が
れ
、
横
越
・
照
本
両
家
に
よ
っ
て
神
楽
が
継
承
さ
れ
ま
し
た
。
十
七
代
目
の
元
締
で

あ
っ
た
横
越
政
義
氏
は
、
平
成
二
十
六
年
五
月
に
逝
去
さ
れ
、
現
在
は
、
横
越
家
の
長
女
・
布
川
由

美
子
氏
が
十
八
代
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
次
大
戦
中
と
数
年
前
に
神
楽
面
や
衣
裳
を
焼
失
し
ま
し

た
が
、
見
事
に
復
興
し
、
現
在
は
、
横
浜
市
を
中
心
に
神
楽
の
奉
納
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

  

        

 

横
浜
市
認
定
無
形
民
俗
文
化
財 

港
北
神
代
神
楽 

佐
相
社
中 

横
浜
市
港
北
区
下
田
町
（
元
締
）
佐
相 

秀
行 

 

「
矢
上

や

が

み

」
の
通
称
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
初
代
・
角
之
助
氏
は
、
笛
の
名
手
で
あ
っ
た
勇
吉
氏

を
兄
に
持
ち
、
子
安
神
代
神
楽
師
の
元
締
・
萩
原
巌
雄
氏
に
師
事
し
、
巌
雄
氏
の
死
後
、
独
立
し
て

佐
相
社
中
を
形
成
し
ま
し
た
。
現
在
の
元
締
で
あ
る
秀
行
氏
は
三
代
目
で
、
社
中
に
は
若
手
も
多
く

、
横
浜
市
や
川
崎
市
を
中
心
に
、
神
楽
の
奉
納
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 



 

  

相
模
原
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財 
番
田
神
代
神
楽
保
存
会 

亀
山
社
中 

相
模
原
市
中
央
区
上
溝
（
家
元
）
亀
山 

タ
ケ 

 

亀
山
家
の
先
祖
は
、
元
々
九
州
宮
崎
に
い
ま
し
た
が
、
亀
山
斎
宮
氏
が
江
戸
中
期
、
元
文
年
間
（

一
七
三
六
～
一
七
四
一
）
に
相
州
上
溝
郷
番
田
に
居
住
し
ま
し
た
。
斎
宮
氏
は
名
字
帯
刀
を
許
さ
れ

舞
人
と
神
事
の
職
に
あ
り
ま
し
た
が
、
江
戸
中
期
、
郷
（
里
）
神
楽
の
家
元
を
命
じ
ら
れ
、
今
日
に

至
っ
て
い
ま
す
。 

亀
山
家
に
は
、
天
明
八
年(

一
七
八
八)

に
川
崎
の
山
王
社
祈
願
所
の
神
主
鈴
木
丹
後
か
ら
宮
内
氏

あ
て
に
諸
事
神
事
と
神
楽
を
命
じ
た
神
道
裁
許
状
や
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
、
十
三
代
目
勘
蔵

氏
に
神
道
事
務
局
か
ら
与
え
ら
れ
た
二
十
二
曲
の
神
楽
試
験
済
み
許
可
書
な
ど
、
数
多
く
の
古
文
書

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

昭
和
九
年(

一
九
三
四)

、
時
恵
氏
は
十
四
代
目
父
・
岩
男
氏
の
神
楽
の
指
導
を
受
け
、
十
五
代
目

の
家
元
と
な
り
ま
し
た
。
神
楽
は
元
よ
り
、
神
楽
の
後
の
余
興
に
芝
居
や
歌
舞
伎
も
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
昭
和
三
十
六
年
、
相
模
原
市
の
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
後
は
神
楽
に
専
念
し
ま
し
た
。
こ

の
頃
よ
り
、
日
本
神
話
を
知
ら
な
い
人
た
ち
に
、
神
楽
の
演
技
の
内
容
を
理
解
し
て
貰
う
た
め
、
舞

台
の
袖
で
神
楽
の
解
説
を
始
め
ま
し
た
。
昭
和
五
十
五
年
、
時
恵
氏
の
死
後
、
重
好
氏
が
後
を
継
ぎ

、
神
社
の
公
演
以
外
に
も
活
動
の
幅
を
広
げ
、
神
楽
の
普
及
と
拡
大
に
尽
力
し
ま
し
た
。
平
成
十
年

、
氏
が
六
十
八
歳
の
若
さ
で
逝
去
後
、
現
在
は
夫
人
の
タ
ケ
氏
が
十
七
代
目
の
家
元
と
な
り
、
相
模

原
市
を
中
心
に
御
神
前
之
舞
と
神
楽
の
奉
納
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

  
 
 
 

  



 

相
模
原
市 

与
瀬
祭
礼
芸
能
保
存
会  

相
模
原
市
緑
区
与
瀬
（
会
長
）
柏
木 

昭
治 

 

江
戸
時
代
か
ら
八
王
子
の
江
戸
の
神
楽
師
と
相
模
の
神
楽
師
が
こ
も
ご
も
出
演
し
、
八
王
子
を
中

心
に
神
楽
の
奉
納
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
与
瀬
神
社
の
氏
子
を
中
心
に
、
同
好
会
組
織
で

運
営
し
て
い
ま
す
。 

現
在
の
会
長
は
柏
木
昭
治
氏
で
、
相
模
湖
与
瀬
神
社
の
宮
司
で
も
あ
り
ま
す
。
所
有
す
る
神
楽
面

に
は
名
匠
の
作
も
多
く
、
衣
裳
も
立
派
で
す
。
現
在
は
、
与
瀬
神
社
の
祭
礼
を
始
め
、
相
模
湖
近
隣

の
神
社
で
神
楽
の
奉
納
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

 
 
 

  厚
木
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財 

相
模
里
神
楽 

垣
澤
社
中 

厚
木
市
酒
井
（
家
元
）
垣
澤 

 

勉 

 

江
戸
時
代
よ
り
、
愛
甲
神
楽
の
家
元
・
神
事
舞
太
夫
萩
原
英
之
進
家
が
神
社
奉
納
の
神
事
と
し
て

神
楽
を
奉
納
し
て
い
ま
し
た
。
昭
和
に
入
り
、
三
軒
あ
っ
た
家
元
に
後
継
者
が
な
く
絶
え
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
萩
原
家
と
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
酒
井
の
垣
澤
家
が
そ
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。
初
代
・
鹿
蔵
氏
（
妻
キ
チ
は
萩
原
家
よ
り
嫁
ぐ
）
は
、
当
時
、
神
楽
の
大
御
所
と
い

わ
れ
ま
し
た
綾
瀬
市
寺
尾
・
本
間
平
太
夫
に
師
事
し
、
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
、
神
道
神
楽

協
会
本
局
よ
り
「
社
長
可
相
勤
事
」
の
證
を
得
て
、
相
模
里
神
楽
垣
澤
社
中
を
創
設
。
二
代
目
常
蔵

氏
は
笛
の
名
手
で
あ
っ
た
父
鹿
蔵
氏
か
ら
神
楽
全
般
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
が
、
歌
舞
伎
や
芝
居
、

新
派
劇
も
演
じ
て
い
ま
し
た
。
現
在
の
家
元
・
勉
氏
は
三
代
目
で
、
相
模
流
里
神
楽
の
流
派
を
受
け

継
い
で
い
ま
す
。 

相
模
里
神
楽
は
、
面
芝
居
（
面
子

め

ん

こ

）
芝
居
、
神
楽
芝
居
と
も
呼
ぶ
）
も
伝
承
し
て
い
ま
す
。
明
治

の
初
め
、
坂
東
又
太
郎
と
い
う
旅
役
者
か
ら
歌
舞
伎
芝
居
を
神
楽
師
に
習
わ
せ
、
面
を
付
け
さ
せ
芝

居
を
し
た
の
が
始
ま
り
で
、
愛
甲
の
新
神
楽
と
言
わ
れ
、
主
に
神
楽
奉
納
後
の
余
興
芝
居
と
し
て
演

じ
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
も
公
演
要
請
に
よ
り
、
時
々
上
演
し
て
い
ま
す
。 

主
に
厚
木
市
近
隣
の
神
社
奉
納
の
他
、
韓
国
安
東
国
際
仮
面
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
海
外
公
演
、

国
民
文
化
祭
、
市
の
郷
土
芸
能
ま
つ
り
、
市
内
学
校
で
の
普
及
公
演
な
ど
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
も

出
演
し
て
い
ま
す
。
平
成
二
十
八
年
九
月
、
さ
い
た
ま
芸
術
劇
場
で
、「
第
九
回 

楽
し
く
て
、
わ

か
り
や
す
い
江
戸
里
神
楽
公
演
」
で
単
独
公
演
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 



 
 

 
 
 
 
 

  

機
関
誌
表
紙
の
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相
模
里
神
楽
垣
澤
社
中 

さ
い
た
ま
芸
術
劇
場
公
演 
新
作
面
芝
居
「
紅
葉
狩
」
（
戸
隠
山
の
鬼
女
退
治
） 

（
作
者
）
川
﨑 

直
樹 

二
〇
一
七
年 

全
日
本
ア
ー
ト
サ
ロ
ン
絵
画
大
賞
展
佳
作 

 

 

 

    



「
第
九
回 

楽
し
く
て
、
わ
か
り
や
す
い
江
戸
里
神
楽
公
演
観
賞
記
」 

 

草
間 

範
子
（
埼
玉
県
児
玉
郡
神
川
町
） 

 
平
成
二
十
八
年
九
月
九
日
、
金
曜
日
と
い
う
平
日
の
日
程
を
も
の
と
も
し
な
い
大
勢
の
観
客
に
見

守
ら
れ
、「
第
九
回 

楽
し
く
て
、
わ
か
り
や
す
い
江
戸
里
神
楽
公
演
」（
夕
公
演
の
み
観
賞
）
が
開

演
し
た
。 

第
八
回
ま
で
の
公
演
で
は
、
埼
玉
県
内
の
江
戸
里
神
楽
を
取
り
上
げ
て
き
た
。
し
か
し
、
今
回
は

県
外
の
神
奈
川
県
厚
木
市
酒
井
の
相
模
里
神
楽 

垣
澤
社
中
の
皆
様
に
よ
る
も
の
で
、
今
ま
で
に
無

い
新
し
い
試
み
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
当
初
は
少
々
の
心
配
を
抱
い
た
。
私
自
身

は
里
神
楽
に
明
る
い
と
は
決
し
て
言
え
な
い
が
、
な
に
し
ろ
「
楽
し
く
て
、
わ
か
り
や
す
い
江
戸
里

神
楽
公
演
」
の
筈
だ
。
看
板
に
掲
げ
た
江
戸
里
神
楽
に
つ
い
て
は
何
だ
っ
た
の
か
、
九
回
目
に
し
て

ネ
タ
切
れ
か
、
そ
の
よ
う
な
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
公
演
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
と
、
ち
ら
っ
と
感
じ
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
杞
憂
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
当
日
の
観
客
数
と
会
場
の
雰
囲
気
か
ら
す

ぐ
に
気
づ
い
た
。
第
九
回
を
迎
え
た
本
公
演
は
、
「
江
戸
里
神
楽
を
見
る
」
公
演
か
ら
「
江
戸
里
神

楽
を
考
え
る
」
こ
と
が
で
き
る
公
演
へ
と
、
足
を
踏
み
出
し
た
よ
う
に
思
う
。 

さ
て
、
夕
公
演
の
最
初
の
演
目
は
、
御
神
前
之
舞
「
奉
幣
之
舞
」
で
あ
っ
た
。
神
前
に
奉
納
さ
れ

る
神
楽
の
イ
メ
ー
ジ
そ
の
も
の
、
い
か
に
も
「
神
楽
」
と
言
え
る
よ
う
な
舞
だ
っ
た
。
彩
の
国
さ
い

た
ま
芸
術
劇
場
の
ホ
ー
ル
が
、
そ
の
時
は
神
の
目
前
に
設
け
ら
れ
た
神
楽
殿
と
し
て
祓
い
清
め
ら
れ

て
い
っ
た
。
埼
玉
県
内
で
あ
っ
て
も
、
社
中
に
よ
っ
て
個
性
は
存
在
す
る
。
そ
れ
を
考
え
れ
ば
、
や

は
り
神
楽
と
い
う
の
は
同
じ
形
を
も
っ
て
各
所
で
演
じ
ら
れ
て
い
る
の
だ
、
と
納
得
し
た
。 

奉
幣
之
舞
を
終
え
る
と
、
次
の
演
目
は
新
作
面
芝
居
「
紅
葉
狩
」
で
あ
る
。 

 

こ
れ
は
「
面
芝
居
」
で
あ
り
、
神
楽
と
は
ま
た
違
う
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
神
楽
師
が
演
じ
る
こ
の

芝
居
は
、
演
者
の
登
場
時
か
ら
明
ら
か
に
神
楽
と
は
異
な
っ
た
。
衣
装
、
動
き
、
話
の
流
れ
、
ど
れ

を
と
っ
て
も
し
っ
か
り
と
芝
居
を
演
じ
て
お
り
、
先
ほ
ど
ま
で
い
か
に
も
神
楽
殿
と
し
て
扱
わ
れ
て

い
た
よ
う
に
思
え
た
ホ
ー
ル
は
一
気
に
芝
居
小
屋
の
雰
囲
気
を
持
ち
、
演
目
は
神
に
対
し
て
で
は
な

く
、
観
客
に
対
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
切
り
替
え
は
見
事
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
、
驚
か
さ
れ
た

瞬
間
で
も
あ
っ
た
。
公
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
埼
玉
県
で
は
こ
の
よ
う
な
面
芝
居

に
は
出
会
え
な
い
。
地
域
に
息
づ
く
里
神
楽
や
そ
の
神
楽
師
は
、
や
は
り
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
異
な

り
、
そ
の
地
域
で
の
立
ち
位
置
の
よ
う
な
も
の
も
ま
た
、
異
な
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
と
感
じ
た
。



歌
舞
伎
テ
イ
ス
ト
を
取
り
入
れ
た
芝
居
が
、
地
域
の
人
々
に
喜
ば
れ
る
光
景
は
、
想
像
に
難
く
な
い

。
面
芝
居
で
驚
か
さ
れ
た
後
、
始
ま
る
の
は
新
作
神
楽
「
根 ね

の

国 く
に

試
練

し

れ

ん

」
で
あ
る
。 

 

さ
て
今
度
は
神
楽
な
の
か
、
と
思
い
き
や
、
そ
の
肩
書
は
新
作
神
楽
と
な
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
神

楽
に
新
作
と
い
う
の
が
ま
ず
し
っ
く
り
こ
な
い
。
こ
れ
は
ま
た
何
か
あ
る
に
違
い
な
い
。
司
会
者
か

ら
の
解
説
で
は
、
演
目
中
の
家
族
関
係
が
現
実
の
社
中
の
家
族
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
る
と
い
う
。
こ

れ
は
、
私
が
こ
れ
ま
で
に
接
し
て
き
た
神
楽
で
は
着
目
も
し
な
か
っ
た
よ
う
な
部
分
だ
っ
た
。
果
た

し
て
、
こ
の
新
作
神
楽
は
、
こ
の
日
一
番
の
驚
き
を
与
え
て
く
れ
た
。
根
国
試
練
に
登
場
す
る
神
々

は
、
殆
ど
言
葉
は
発
せ
ず
神
楽
的
な
舞
を
舞
い
つ
つ
も
、
ど
う
に
も
人
間
ら
し
い
、
親
し
み
の
あ
る

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
開
演
前
に
社
中
の
家
族
構
成
を
知
ら
さ
れ
、
実
際
の
関
係
性
を
知

っ
て
鑑
賞
す
る
こ
の
物
語
は
、
ど
う
や
っ
て
も
人
間
劇
と
し
て
の
面
白
み
を
感
じ
る
こ
と
と
な
る
。

し
か
し
、
そ
も
そ
も
地
域
に
息
づ
く
神
楽
社
中
の
こ
と
、
演
じ
手
の
素
性
を
含
め
て
地
域
に
愛
さ
れ

る
神
楽
な
の
だ
ろ
う
と
想
像
で
き
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
人
間
臭
さ
を
う
ま
く
使
っ
た
、
ユ
ー
モ
ラ
ス

な
明
る
い
演
目
だ
っ
た
。
特
に
冒
険
的
で
あ
っ
た
現
代
の
小
道
具
の
登
場
や
、
懐
か
し
の
歌
謡
曲
を

挟
ん
で
の
場
面
転
換
な
ど
、
里
神
楽
を
あ
く
ま
で
も
神
に
奉
納
す
る
形
式
立
っ
た
も
の
だ
と
思
っ
て

臨
め
ば
面
食
ら
う
だ
ろ
う
。
そ
う
い
え
ば
、
最
初
の
演
目
で
祓
い
清
め
た
空
間
は
な
ん
の
そ
の
、
客

席
通
路
も
使
っ
て
の
一
大
劇
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
上
演
中
、
客
席
か
ら
は
楽
し
げ
な
笑
い
が
漏
れ

、
最
後
の
場
面
な
ど
で
は
、
観
客
の
多
く
が
初
め
て
出
会
っ
た
の
で
あ
ろ
う
こ
の
社
中
に
、
親
し
み

を
多
分
に
込
め
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
温
か
な
見
送
り
が
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
な

ん
と
も
愉
快
な
演
目
の
後
に
は
、
再
び
神
楽
を
離
れ
、
寿
獅
子
・
大
黒
舞
・
両
面
が
舞
わ
れ
る
。
権 ご

ん

ち
ゃ
ん
の
愛
称
で
掛
け
声
を
か
け
ら
れ
元
気
に
舞
う
寿
獅
子
は
活
き
活
き
と
力
強
く
、
大
黒
舞
と
両

面
は
各
々
の
舞
が
明
る
く
華
や
か
で
あ
る
。
両
面
が
「
両
面
」
た
る
こ
と
が
観
客
に
伝
わ
っ
た
瞬
間

の
観
客
の
反
応
な
ど
は
、
客
席
の
一
体
感
と
い
う
面
か
ら
も
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
各
地
か
ら

公
演
を
見
に
偶
然
集
ま
っ
た
見
知
ら
ぬ
観
客
た
ち
が
、
社
中
へ
の
興
味
と
親
し
み
を
通
じ
て
一
つ
の

ま
と
ま
り
を
得
た
よ
う
に
感
じ
た
。
共
通
の
思
い
を
持
つ
個
々
人
は
、
ま
と
ま
り
を
得
て
集
団
と
な

る
の
に
容
易
い
。 

こ
の
相
模
里
神
楽
は
、
様
々
な
演
芸
を
取
り
入
れ
地
域
に
愛
さ
れ
る
こ
と
で
、
地
域
の
人
々
の
気

持
ち
の
面
で
の
集
合
を
助
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
地
域
に
入
ら
ず
に
勝
手
な
こ
と
を
と
言
わ
れ

る
か
も
知
れ
な
い
が
、
私
に
は
そ
の
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
か
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以
上 


